
第207号 （２）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り 令和６年８月15日

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
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６
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会
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尊
重
す
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ど
う
い
う
ま
ち
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
か

に
よ
っ
て
道
路
の
あ
り
方
は
決
ま

る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答　

現
計
画
に
て
早
期
に
整
備
が

図
ら
れ
る
の
が
最
善
で
あ
り
、
計

画
の
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

北
千
葉
道
路
を
地
下
式
に
す

る
と
高
架
式
に
比
べ
著
し
く
経
済

性
に
劣
る
と
の
説
明
が
国
か
ら
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的

な
数
字
あ
る
い
は
根
拠
資
料
は
示

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答　

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

５
月
11
日
に
斉
藤
国
土
交
通

大
臣
が
成
田
市
内
の
北
千
葉
道
路

の
建
設
現
場
を
視
察
さ
れ
た
際
に

大
臣
に
直
接
、
北
千
葉
道
路
の
事

業
推
進
や
未
事
業
区
間
の
早
期
事

業
化
を
要
望
し
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
今
回
の
視
察
の
意
義
に
つ
い

問　

災
害
時
に
、
継
続
的
か
つ
安

定
的
に
温
か
い
米
飯
を
避
難
者
に

提
供
す
る
た
め
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
防
災
対
応
型
の
炊
飯
施
設

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
米

飯
の
炊
飯
及
び
配
送
を
外
部
委
託

す
る
前
提
の
設
計
の
た
め
、
炊
飯

問　

学
校
給
食
に
お
け
る
牛
乳
の

飲
み
残
し
が
あ
る
よ
う
で
す
が
ど

の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

答　

牛
乳
は
直
接
流
し
に
廃
棄
し

て
お
り
、
計
量
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

牛
乳
選
択
制
が
導
入
さ
れ
て

い
る
自
治
体
の
動
向
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

答　

学
校
給
食
摂
取
基
準
に
定
め

問　

太
陽
光
発
電
設
備
等
の
建
設

に
は
、
環
境
破
壊
や
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
に
繋
が
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
が

規
制
等
の
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

太
陽
光
発
電
設
備
等
の
規
制

と
し
て
は
、
野
田
市
と
我
孫
子
市

が
条
例
を
、
白
井
市
が
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
無
秩

序
な
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
等

問　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に

関
す
る
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
７
年
度
中
に
公
立
保
育

園
１
園
で
試
行
的
事
業
を
実
施
す

る
意
向
を
国
に
回
答
し
て
お
り
、

同
年
度
の
予
算
編
成
ま
で
に
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
や
必
要
経

費
な
ど
を
具
体
的
に
調
査
す
る
な

ど
、
令
和
８
年
度
の
本
格
実
施
に

向
け
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

民
間
保
育
所
の
更
な
る
整
備

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

今
後
の
住
宅
開
発
に
よ
る
未

就
学
児
の
発
生
見
込
み
を
算
出
し

た
結
果
、
更
な
る
保
育
需
要
が
見

問　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
新
た

に
企
画
財
政
課
Ｄ
Ｘ
推
進
室
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
役
割
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
施
策
の
企
画

立
案
、
総
合
調
整
及
び
進
行
管
理

に
関
す
る
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
及
び
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

に
係
る
総
合
調
整
に
加
え
、
既
存

の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
、
運
用

等
の
総
合
調
整
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保
等
も
併
せ
て
行
う
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

問　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
軽
井
沢
地
区
で

検
出
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
、
住
民

の
飲
料
水
の
確
保
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
で

飲
料
水
の
提
供
を
開
始
し
、
井
戸

水
が
暫
定
指
針
値
を
超
え
て
い
る

世
帯
に
は
、
ウ
オ
ー
タ
ー
サ
ー
バ

ー
の
利
用
料
や
浄
水
器
購
入
費
の

助
成
を
し
ま
す
。
今
後
、
上
水
道

の
敷
設
に
関
す
る
地
元
説
明
会
後
、

敷
設
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
汚
染
の
原
因
は

問　

市
で
は
、
心
身
障
が
い
者
の

移
動
支
援
と
し
て
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
利
用
券
を
交
付
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
対
象
者
数
及
び
利
用
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
５
年
度
の
交
付
対
象
者

数
１
千
304
人
に
対
し
、
利
用
者
数

は
924
人
で
利
用
率
は
70
・
９
％
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
年
度
の
交

付
枚
数
に
お
い
て
は
、
７
万
８
千

694
枚
の
内
、
使
用
枚
数
は
１
万
５

千
949
枚
と
な
る
た
め
、
交
付
枚
数

問　

費
用
に
つ
い
て
も
便
益
に
つ

い
て
も
、
国
が
言
っ
た
か
ら
で
な

く
、
鎌
ケ
谷
市
が
主
体
的
に
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
千

葉
県
の
担
当
者
も
「
議
論
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
」
で
あ
り
、「
市
及

び
そ
こ
に
住
ま
う
住
民
の
意
向
を

て
伺
い
ま
す
。

答　

熊
谷
知
事
を
は
じ
め
北
千
葉

道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
の
会
長

で
あ
る
鎌
ケ
谷
市
長
や
沿
線
市
の

市
長
か
ら
北
千
葉
道
路
早
期
全
線

開
通
の
思
い
や
意
義
を
大
臣
へ
直

接
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

施
設
が
な
く
、
新
た
な
炊
飯
施
設

の
増
設
は
、
敷
地
面
積
や
新
た
な

配
送
計
画
の
策
定
な
ど
の
関
係
か

ら
困
難
な
状
況
で
す
。

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
に
炊
飯
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
指
定
避

難
所
で
あ
る
各
小
中
学
校
な
ど
に

炊
飯
施
設
を
造
る
こ
と
に
つ
い
て

る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
提
供
量
を
達
成

す
る
に
は
、
牛
乳
を
摂
取
し
な
い

と
困
難
な
た
め
、
牛
乳
選
択
制
が

実
施
さ
れ
て
い
る
東
京
都
多
摩
市

で
は
、
家
庭
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の

摂
取
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　

牛
乳
不
要
の
生
徒
へ
の
対
応

を
伺
い
ま
す
。

答　

牛
乳
不
要
の
児
童
・
生
徒
は

牛
乳
中
止
の
継
続
者
を
含
め
、
年

度
当
初
に
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
報
告

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
牛
乳
中
止

の
理
由
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
体
質

的
、
医
学
的
、
宗
教
上
、
そ
の
他

と
区
分
し
、
医
師
の
診
断
書
の
提

出
は
求
め
ま
せ
ん
。
な
お
、
牛
乳

不
要
の
把
握
に
つ
い
て
、
鎌
ケ
谷

中
学
校
及
び
第
五
中
学
校
は
、
毎

年
度
調
査
票
を
配
布
し
、
そ
の
他

の
小
中
学
校
は
、
保
護
者
の
申
出

等
に
よ
り
確
認
し
て
い
ま
す
。

を
防
ぐ
た
め
、
本
市
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

気
候
変
動
対
策
と
し
て
、
費

用
対
効
果
を
考
え
れ
ば
、
効
果
が

未
知
数
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
に
よ
る
緩
和
策
よ
り
暑
さ
に
強

い
梨
の
研
究
に
投
資
し
た
方
が
、

自
然
環
境
や
地
元
産
業
が
守
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま

込
ま
れ
る
た
め
、
新
た
に
２
園
の

保
育
施
設
を
整
備
し
、
150
人
分
を

確
保
す
る
予
定
で
す
。

問　

市
の
こ
ど
も
計
画
は
、
ど
の

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
策
定
さ

れ
ま
す
か
。

答　

鎌
ケ
谷
市
こ
ど
も
計
画
策
定

方
針
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
９
月

ま
で
に
計
画
案
を
策
定
し
、
10
月

に
鎌
ケ
谷
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
や
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
意
見
を
踏
ま

え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
令
和
７
年
３
月
に
計
画
を

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

問　

市
の
Ｄ
Ｘ
の
目
指
す
姿
に
つ

い
て
、
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
な

が
ら
、
急
速
な
社
会
課
題
の
変
化

に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
作
り

改
善
を
繰
り
返
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
本
市
の
Ｄ
Ｘ
の

目
指
す
姿
に
つ
い
て
は
、
基
本
方

針
で
定
め
る
予
定
で
す
が
、
そ
の

方
向
性
は
、
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
変
化
に
対
応
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
変
革
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
向
上
を
目

指
す
も
の
と
な
り
ま
す
。

全
国
的
に
は
、
工
場
跡
地
や
基
地

と
の
関
係
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

国
内
初
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る

汚
染
は
、
大
阪
府
の
安
威
川
で
、

そ
の
周
辺
の
工
場
が
原
因
と
判
明

し
て
お
り
、
米
軍
嘉
手
納
基
地
や

米
軍
横
田
基
地
周
辺
の
井
戸
水
で

も
汚
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が

全
国
の
汚
染
原
因
の
98
％
が
不
明

と
の
報
道
も
あ
り
、
市
の
調
査
で

は
、
原
因
の
特
定
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
柏
市
が
海
上
自
衛

隊
下
総
航
空
基
地
に
調
査
協
力
を

に
対
す
る
利
用
率
は
20
・
３
％
で

し
た
。

問　

交
付
枚
数
に
対
す
る
利
用
率

が
約
20
％
と
な
る
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
は
、
利
便
性
に
課
題
が
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
市

が
導
入
し
て
い
る
自
動
車
燃
料
費

の
助
成
を
望
む
意
見
が
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
も
、
導

入
に
対
す
る
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

近
隣
市
の
助
成
状
況
や
課
題

大
臣
か
ら
は
、
北
千
葉
道
路
は
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
日
本
の
競

争
力
強
化
の
た
め
に
早
く
完
成
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
力
強

い
言
葉
が
あ
る
な
ど
、
北
千
葉
道

路
の
整
備
推
進
に
つ
い
て
非
常
に

有
意
義
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
整
備

促
進
に
向
け
て
、
千
葉
県
や
沿
線

市
と
共
に
要
望
等
を
通
じ
て
国
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

地
域
防
災
計
画
で
は
、
避
難

者
の
食
事
の
提
供
に
つ
い
て
、
防

災
倉
庫
に
備
蓄
し
た
炊
き
出
し
用

具
を
利
用
し
て
確
保
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
た
め
、
指
定
避
難
所
で

あ
る
小
中
学
校
の
体
育
館
に
炊
飯

施
設
を
設
置
す
る
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
、
被
災
時
に
お
け

る
近
隣
他
市
の
取
組
状
況
等
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

す
。

答　

温
暖
化
対
策
に
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の
緩
和
策
と

気
候
変
動
の
悪
影
響
軽
減
の
適
応

策
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
両
者
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
策
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
農
作
物
に
つ
い

て
は
、
国
や
千
葉
県
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
高
温
化
に
対
応
し
た

栽
培
方
法
や
適
応
品
種
な
ど
の
情

報
収
集
・
発
信
を
図
り
、
農
作
物

の
被
害
軽
減
に
努
め
ま
す
。

依
頼
予
定
と
聞
い
て
い
る
た
め
、

千
葉
県
や
柏
市
と
引
き
続
き
情
報

交
換
を
し
て
い
き
ま
す
。

北
千
葉
道
路
地
下
化
に
よ
る
街
づ
く
り

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
千
葉
道
路
の
整
備
促
進
に
向
け
た
取
組

状
況
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
時
に
お
け
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

活
用
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
乳
選
択
制
の
調
査
研
究
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脱
炭
素
施
策
の
今
後
の
あ
り
方
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ（
※
２
）
推
進
へ
の
取
組
に
つ
い
て

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）（
※
１
）

対
応
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

障
が
い
者
や
そ
の
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

の
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
つ
い
て　
　

伊
　
藤
　
　
　
仁
　
議
員

小
　
易
　
和
　
彦
　
議
員

佐
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員

針
　
貝
　
和
　
幸
　
議
員

山
　
中
　
優
　
宏
　
議
員

寺
　
本
　
真
　
理
　
議
員

後
　
関
　
俊
　
一
　
議
員

勝
　
又
　
　
　
勝
　
議
員

矢
　
崎
　
　
　
悟
　
議
員

な
ど
を
十
分
、
調
査
す
る
な
ど
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（※１）PFAS（ピーファス）：有機フッ素化合物の内、ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロアルキル化合物の総称であり、１万種類以上の物質があるとされているもの
（※２）DX（デジタルトランスフォーメーション）：自治体におけるDXとは、行政手続きのデジタル化や行政内部のデータの連携などを通じて、住民の利便性向上と業務効率化を図るもの

市
議
会
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ

　

子
ど
も
た
ち
に
市
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、「
実
際
に
あ
っ

た
市
議
会
ス
ト
ー
リ
ー
」
や
「
市
議

会
で
の
話
し
合
い
」、「
市
議
会
Ｑ
＆

Ａ
」
な
ど
に
項
目
を
分
け
て
、
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さわやかプラザ軽井沢さわやかプラザ軽井沢


